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１．�在宅勤務制度導入を目指そうとした
きっかけ

⃝�御社で在宅勤務制度を導入しようとお考えになっ

たきっかけと、これまでの経緯についてお聞かせ

下さい。�

重松社長　私が「伊予銀行」から IRC に赴任して

きたのが2016年７月ですが、その年は少子・高齢化

の加速や労働者人口不足などで、人口減少の問題が

クローズアップされた１年でした。愛媛県内でも人

口減少は昔から分かっていたことですが、職員に調

べてもらった数字を見て、「これは大変なことにな

る」と改めて認識したのです。そこで、IRC として

の役割とは何なのだろう、と考えました。そして、

県内経済を支えている中小企業に対して、有益なア

ナウンスメントを行っていく、あるいは、これから

　「株式会社いよぎん地域経済研究センター（以下、IRC）」は、地域シンクタンクのなかでも先行
的に働き方改革の一貫として在宅勤務制度の導入検討やプレミアムフライデーを実施し、2017年
１月から職員２名を対象に実証的な試みを行っています。その試みは地元マスコミにも取り上げら
れるなど、自らが県内企業のなかで率先して「働き方改革」に取り組もうとする意気込みが伝わっ
てきます。
　「地域シンクタンク　北から南から」第１回は、IRCの「在宅勤務制度の導入可能性やプレミア
ムフライデーの取り組み」について、重松栄治代表取締役社長と菊地麻紀主任研究員のお２人にイ
ンタビューを行いました。
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起こり得るさまざまな課題に対して解決策を提示し

ていくことが大事だと思いました。

　そのなかでも、一番の課題が人口減少なのです。

地域から人がいなくなる ― 企業にとっては働き手

がいなくなる、そんな状況に対して、何をしていけ

ばよいのか。ちょうどアベノミクス「新３本の矢」

の一環として、「働き方改革」が注目されるように

なっていました。しかし、働き方改革だけで、はた

して中小企業は生き永らえていけるのだろうか、と

疑問を抱きました。

　働き方改革のなかでも、中小企業にとっては「生

産性の向上」が大きなテーマになっています。中小

企業はどうすれば労働力をキープできるのか。これ

までは企業の枠組みのなかで各社のカラーに沿って

人材を採用していましたが、これからは労働力不足

で、そうは行かなくなるでしょう。従業員をどのよ

うに採用していくのかを考えた時に、「働き手が企

業に自分の働き方を要望できること」が大事になっ

てくるのではないかという思いから、在宅勤務制度

の導入に取り組んでみようと決心しました。

　私がよく講演会等で使用している「誰にとっても

働きやすい会社でなければならない」というフレー

ズが今回の制度導入の背景になるのです。そのため

には、働く“時間”の問題、“仕組み”の問題、“働

く場所”の問題といった点を解決していかなければ

なりません。

　一方で働く人に注目してみると、皆それぞれライ

フスタイルが多様に変わってきています。これまで

私が出会ってきた職員のなかにも、さまざまな事情

を抱えている人がいます。例えば、親の介護が必要

な人、子どもが病気がちな人、そういう方たちに対

しても、労働力になってもらわないといけません。

“一億総活躍”という言葉にみられるように、国と

しての考え方もあるでしょうが、愛媛県という一地

域にいると、そのことをより一層強く実感しています。

⃝�今回の取り組みは、重松社長が日々その必要性に

ついて考えてこられたことを自ら発案された、と

いうことでしょうか。�

菊地氏　そんな印象を受けています。2016年７月の

社長就任以来、さまざまな機会に講演をするように

なったのですが、講演のテーマとして最初から「生

産性向上」について意識されていました。はじめの

頃は、国の方針や先進事例を紹介していたのです

が、やはり、講演会等で発言するからには自分たち

が率先して取り組まなければならない、という考え

に徐々に変わってきた結果として、実際に自分たち

でも取り組んでみました。

重松社長　「トライ・アンド・エラー」と言葉にす

るのは簡単ですが、もし、在宅勤務制度を導入しよ

うとすれば、当然、反対意見も出てくるでしょう。

「失敗したら大変だ」という周囲からの懸念はよく

分かるのですが、最終的に、お客様である地域の中

小企業に対して、「私たち（IRC）が率先して実践
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してみたら、リスクもあったけれどメリットもあり

ました。あまりコストもかからないので一緒にチャ

レンジしてみましょう」と言いたいですし、講演会

等で発言する際に、きれいごとばかりではなく、実

際に自分たちがやってみることで、説得力が増すの

です。地元の中小企業に対して、実感を伴ったメッ

セージを打ち出していきたいという思いがあったの

です。

２．在宅勤務制度のイメージ

⃝�現在、検討されている在宅勤務制度のイメージに

ついて、お聞かせ下さい。�

重松社長　当社の在宅勤務制度はノート PC とクラ

ウドサービスを導入したことで、いつでもできるよ

うにはなっているのですが、まだ実現していませ

ん。2017年１月に試験的に職員２名を対象に検証を

行った当時は、まだ在宅勤務制度までは想定してい

なかったのです。制度を導入するためには、法律に

準拠するような労務管理規程類ができていない、と

いう課題もあります。規程類（ルール）ができてか

ら制度を確立するのか、試行しながらルールを策定

するのか、どちらがよいのかを思案していますが、

おそらく走りながら考えていくしかない、と思って

います。

⃝�２名の職員が試験的に取り組まれた内容について

お聞かせ下さい。�

重松社長　いきなり在宅勤務ではなく、社内でノー

ト PC を貸与してオフィス内で検証を行いました。

さらには、彼らが宿泊を伴う出張でコンサルティン

グ業務に従事する際に、クラウドシステムが導入さ

れたノート PC を持参させて、現地から報告書を作

成・報告させることを行っています。

㈱いよぎん地域経済研究センター　働き方改革の流れ

2016年７月 重松社長就任。社内で在宅勤務制度導
入を提案。

2016年　冬 制度導入に向けた諸課題について検討。

2017年１月
サイボウズのクラウドシステムを試験
導入することで、インフラシステムを
整備。

2017年２月 「プレミアムフライデー」を試験的に
導入。

2017年10月 職員にノート PC を貸与し、クラウド
サービスを導入。

３．在宅勤務制度導入を目指すまでの課題

⃝�在宅勤務制度導入における課題について、どのよ

うなことが考えられるでしょうか。�

重松社長　在宅勤務制度導入を本格化するには、規

程類を整えていく必要があります。実際に在宅勤務

制度の運用を開始したら、どこまでが労働時間・稼

働時間なのかといった問題も出てきます。併せて在

宅勤務における人事考課や評価体系等の基準も考え

ていかなければならず、出張の移動時間や残業時間

をどのように扱うのかは非常に難しいと思います。

⃝�社内で勤務している方と、在宅で勤務している方の

公平感の問題もあります。両者の立場を経験するこ

とも大事だと思いますが、いかがでしょうか。�

重松社長　先日、サイボウズ㈱の青野社長の講演を

拝聴する機会があったのですが、働き方改革に一生

懸命に取り組んでいると自負されていました。「職外出先での作業イメージ
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員が自宅で寝ているのではないか」という質問に対

して「信じることが大事だ」とおっしゃっていまし

た。疑いから入るのではなく、職員を信じることが

大前提です。

⃝�働き方改革を進めるためには、“ツール”、“意識”、

“制度”の３つが揃う必要があると思いますが、

どの要素に時間がかかったのでしょうか。�

菊地氏　ツールを導入する際、セキュリティ面が最

もネックとなり、想定していたよりも時間がかかっ

てしまいました。2017年１月にクラウドとノート

PC を試験導入したのですが、実際の運用は10月に

なり、運用に至るまでにセキュリティ面の検証を何

度も行いながらようやくクリアしました。しかし、

現段階ではシステム等のハード面を整備したに過ぎ

ません。むしろ、弊社は遅れており、ようやく他の

企業に多少追いついたという状況です。

⃝�在宅勤務制度取り組みに対する地元の反応はいか

がでしたでしょうか。�

重松社長　残念ながら反応はいまひとつでした。愛

媛県内の企業を対象に働き方改革に関するアンケー

ト調査を実施したのですが、在宅勤務については

「取り組む予定はない」がおよそ８割だったので、

まだまだこれからという印象です。しかし、「働き

方改革」のきっかけとして弊社の取り組みをアナウ

ンスすることは意義があると思います。

４．プレミアムフライデーの導入

⃝�御社では既にプレミアムフライデーに取り組まれ

ているようですが、その内容についてお聞かせ下

さい。�

重松社長　まさに働き方改革を進めている最中に、

タイミング良くプレミアムフライデーが導入されま

した。個人的には失敗すると思いましたが、先ほど

の「トライ・アンド・エラー」では無いですが、愛

媛県でも「まずやってみる」ことが大切だと思い弊

社も取り組むことにしました。例えば１日のうち２

時間休を取得して早退し、全員ではなくても「出来

る人がやってみる」という形で始めました。

⃝�その際、重松社長のお考えがスムーズに職員の皆

さんに受け入れられたのでしょうか。反対意見は

なかったのでしょうか。�

菊地氏　プレミアムフライデー導入に関しては、賛

否両論ありました。弊社には時間有給休暇制度があ

るものの、病気や家庭の事情でしか取得したことが

なく、「特別な場合でなければ取得してはいけな

い」という意識がありました。ところが、プレミア

ムフライデーの導入により、プライベートな予定で

あっても仕事をきちんと行っていれば、時間休や有

給を使っても良いのだ、と徐々に考え方が変化して

初のプレミアムフライデーに多くの取材陣が…

15時　終礼の様子
出所：調査月報「IRC Monthly ８月号」より

はーーーーい

プレミアムフライデー
実施する人は？
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きました。今まで時間有給休暇制度はあってもあま

り使わない職員が多かったのですが、この１年位で

有給休暇の使い方の意識が変わってきたと感じてい

ます。

　実は、弊社初のプレミアムフライデーへの取り組

みについて、多数の新聞社やメディアが関心を持っ

てくださり、多くの取材陣が訪れたのです。現在、

プレミアムフライデーはいつの間にか話題になら

ず、停滞してしまっている印象ですが、弊社は引き

続きプレミアムフライデーへの取り組みを行ってい

ます。

重松社長　そろそろプレミアムフライデーの検証を

行う時期に来ているのではないか、と思います。弊

社のようなシンクタンクの業務は決まった時間のな

かでどれだけ自分の頭で考えてアイディアを出すの

かクリエイティブな業務内容が求められます。生産

性の向上という意味では、単位あたりの生産性を考

えてもらわなければなりません。つまり、密度の濃

い仕事をしてもらわなければならない。そのため

に、自分の生産性を最大限に発揮しなければなりま

せん。ダラダラ残業をしながら仕事を行うのではな

く、効率的な発想に基づいた業務体制の構築をシン

クタンクとしても進めていきたいと考えています。

⃝�ところで、フレックスタイム制度という選択肢は�

なかったのでしょうか。�

菊地氏　弊社はまだ取り入れていませんが、親会社

である伊予銀行がフレックスタイム制度を採用し始

めたので、そのうち弊社も実施すると思います。

　弊社の業務内容も変わって来ているのです。以前

は調査部門が花形と言われていたのですが、最近は

働き方改革に伴う給与の見直しや人手不足等の背景

もあり、人事コンサルタント業務のウェイトが大き

くなってきました。

　手前味噌ですが、こうした人事コンサルティング

業務ができるシンクタンクは中国・四国地域ではま

だ珍しいのです。専門的なコンサルティング業務の

ウェイトが高まるにつれて中途採用者も増えていま

すが、地元にＵターン・Ｉターンをして来られる方

に対して、今までのような制度や働き方ではマッチ

しないことも想定されます。

重松社長　採用を行う際、例えば東京に優秀な人材

がおり、事情があってある一定の期間は東京に留ま

らなければならないが、いずれは故郷の松山に帰り

たいという事情であれば、東京で採用し東京のオ

フィスでテレワークを行うという考え方も必要な時

代だと思います。その方がこちらに帰って来られる

際には、IRC で採用をしてみたいです。今後は多様

な事情を持つ人材の受け皿になることも求められて

いると思います。

　また、中途採用で重要な要素は「お嫁さんパ

ワー」だと思います。お嫁さんが自分の故郷の愛媛

県に戻る時に、旦那さんを連れて来る ― IRC の中

途採用でもそんな方が多いのですが、お嫁さんの

引っ張り力には目を見張るものがあります。「これ

は優秀な人材が入った」と思ったら、まさにその

ケースでした。

５．今後の展開について

⃝�今後の展望として、いずれ在宅勤務制度を完全に�

導入しようと考えていらっしゃるのでしょうか。�

重松社長　その目標は立てていません。在宅勤務制

度100％が絶対的に良いとは思っていませんし、心

のどこかでずっと家にいて果たして仕事ができるの

か、という疑問もあります。しかし、経験をしてみ

ないと分からないこともあり、実際にやってみるこ

とでメリットとデメリットの両方を確認できます。

さまざまな選択肢を準備しておき、あらゆる働き方

に対して対応できるような環境を整えておくことは

意味があると思います。
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　今は検証段階ですが、今後、さらに具体的なス

テージへ進めて行く予定です。IRC は以前から人材

不足について「今から対策をして行かないと大変な

ことになりますよ」と警鐘を鳴らしているのです

が、周囲はあまりピンときていないようです。来る

べき時に備えてさまざまな働き方改革を行う必要が

あり、IRC が実証実験のような試みを率先している

のです。テレワークや在宅勤務以外の方法も含め

て、働き手に対し、新しい働き方の提案・提供を積

極的に行っていきたいと思います。

６．�地域シンクタンクに求められる役割

⃝�最後に地域に根差したシンクタンクとしての役割

について、お話いただけますでしょうか。何か

PRしたい事やメッセージ等がありましたら、お

願いいたします。�

重松社長　現在の世の中は、産業の垣根がなくなっ

てボーダーレス化してきており、そのような変化の

なかで、我々地域シンクタンクは県内中小企業に対

してどのような支援ができるのでしょうか。大事な

姿勢は試行錯誤をしながらのチャレンジ精神です。

私は常々「大きなチャート（海図）、コンパスを

持って方向性を決めたなら、迷わずその方向に向

かって船を漕ぎ出せ」と言っています。もし途中で

リスクの発生や不測の事態が起きれば、方向転換を

し、新たに別の進路を考えていけばいい。まず船を

漕ぎ出さなければ、潮の流れの方向すら感じられま

せん。

　地元のお客様と一緒に歩んで行くにあたっては、

企業本体の屋台骨を揺るがすようなことはしてはい

けませんが、見据えた方向に経常利益の数％程度を

投資するような潔い姿勢を期待したいのです。先代

から受け継いだテリトリーを守っていくことも大事

ですが、少しでも新しい改革や一歩踏み出す努力を

しなければ企業は衰退してしまいます。IRC は人事

コンサルティング等のソリューション部門もあり、

お客様と一緒に課題解決をしていける点が大きな強

みになっています。

　重松社長の熱い想いが伝わって来ました。本日は

お忙しいところ、ありがとうございました。

（文責：一般財団法人日本経済研究所

　　　　地域未来研究センター副主任研究員

� 　大橋　知佳）


